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キャリア支援委員会が企画する本掲載では，アカデミアを飛び出し，広い世界で活躍する天文学
者の姿を追います．前回までのレポートに続き，今回も当事者である学生が執筆します．今回は，
東北大学の博士課程に在学する高橋宏典さんが，博士号をもつ人材の社会での活躍をテーマとして
科学雑誌『Newton』編集部で活躍する小松研吾さんに取材しました．本稿では，博士号取得後，
科学雑誌編集者というキャリアへと進んだ小松さんの歩みを通して，研究の世界から編集へと進ん
だ背景をはじめ，博士号を持つからこそできる専門的な研究成果を社会に届くかたちへ編み直す編
集の工夫，そして「科学を伝えること」への思いを紹介します．高橋さんのレポートをお読みくだ
さい．（キャリア支援委員会）

今回は株式会社ニュートンプレスの編集者，小
松研吾さんにインタビューするという貴重な機会
をいただきました．小松さんは北海道大学大学院
で博士号を取得後，科学雑誌『Newton』を刊行
するニュートンプレス社に入社され，編集者とし
て活躍されています．本記事の読者の皆さんに
も，書店で『Newton』を手に取ったことがある
という方が多いのではないでしょうか．
本インタビューでは，小松さんがなぜアカデミ
アから民間企業へと進まれたのか，どのようにア
カデミアの経験を活かしているのか，そして「科
学を伝える」ことへの思いなどを伺いました．そ
のお話の一部始終を，本記事を通して皆さんにご
紹介したいと思います．

「科学雑誌編集者」というキャリアへ
小松さんは北海道大学理学部で磁気圏物理を専
攻していました．そこでは，シミュレーションや

衛星データを用いたヴァンアレン帯*1の研究を
行っていました．大学院時代，小松さんは研究に
没頭しながら，仲間たちと過ごす時間も含め，充
実した日々を送っていました．物理学に強い憧れ
を抱き，迷うことなく研究の道へ進んだ小松さん
ですが，一方で，研究を続けるべきか，あるいは
別の道を歩むべきかという葛藤を抱えていまし
た．「研究の世界では常に“新規性”が求められ
ます．自分の研究テーマをこの先も続けていける
のか，不安を感じることもありました」と小松さ
んは振り返りました．
そうした悩みの中で，小松さんは，これまで

一貫して大切にしてきた「自分の好きなこと」
を，キャリア選択の拠り所として意識するように
なりました．そうして浮かび上がってきたのが
「科学を伝える・教えること」でした．次第に，
「科学を広める仕事に携わりたい」という思いが，
小松さんの中で明確になっていきます．

*1 陽子や電子などの荷電粒子が地球の磁場に補足されて生じる地球を取り巻くドーナツ状の放射線帯 [1]．
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博士課程の3年間を修了する頃，小松さんは
ニュートンプレス社編集者の通年採用を知りまし
た．一般向けの科学雑誌編集者という職業は，
「科学を伝えること」という小松さんの思いと重
なるものでした．応募の結果，見事採用され，第
一志望の企業でキャリアをスタートさせました．
この選択は，小松さんにとってキャリアにおけ
る一つの大きな転換点となりましたが，その背景
には常に「自分の好きなこと」や「興味のあるこ
と」を軸に考える姿勢がありました．小松さんの
歩みは，進路を考えるうえで，自身の関心や価値
観を軸に据えることの重要性を示しています．
では，「科学を伝えること」を仕事とする現在，
小松さんは大学院での研究経験や博士号取得の過
程で得た知見を，どのように活かしているので
しょうか．

アカデミアで培った力
科学雑誌編集者の仕事は，企画立案から取材，
原稿の執筆，レイアウトや図・イラストを含めた
記事構成まで，記事が世に出るまでの工程全体を
担うことです．その中核となるのが，専門的な内
容を一般の読者にも伝わる形に整理し，発信する
という役割です（写真1）．
それぞれの専門分野の情報を一般向けに噛み砕
いて伝える際には，専門分野を深く掘り下げてき

た経験が大きな力を発揮します．「専門を極めた
経験があるからこそ，わかりやすく伝えることの
難しさも，その面白さも実感できる」と小松さん
は語ります．難解な専門知識を，背景まで踏まえ
たうえで正確に，しかもわかりやすく伝えるため
には，本質を損なわないよう情報量を調整し，適
切に言い換える必要があります．こうした作業
は，研究者が自身の研究内容を異分野の人に説明
する際に日々行っているプロセスそのものです．
この点こそが，博士課程で培われた力の大きな特
長だと私は感じました．
さらに，小松さんは，博士課程で培った経験を
背景に，多様な分野の研究成果を記事としてまと
め，幅広い読者に届けることに，この仕事ならで
はのやりがいと面白さを感じているといいます．
専門家と一般の読者をつなぐ橋渡し役として，専
門性を究めてきた知見が生かされているのです．

情熱と没頭―裾野を広げる機会
学生に向けて小松さんは次のように語ります．

「大学院生時代は，学びと研究を通じて“裾野を
広げる”ことが大事です．没頭するにはエネル
ギーが要りますが，それが将来，どんな分野でも
通用する力になります」「アカデミアは厳しい世
界ですが，“情熱を持って研究を続けたい”とい
う思いがあれば大丈夫．情熱をもって取り組むこ
とこそ，学生の特権です」実際，進路に関わら
ず，大学院修了後には自分のやりたい勉強や研究
にとことん集中できる時間を確保することは次第
に難しくなります．学生時代という貴重な時期に
見聞を広げ，科学に対する素養を深めることが大
切であり，それが大きな糧になると小松さんは強
調されていました．
こうして伺っていると，研究に没頭する時間は
単なる努力の過程ではなく，未来への扉を開く
“力そのもの”なのだと気づかされます．そして，
その“没頭してきた時間”こそが，小松さんの現
在の科学雑誌編集者というキャリアにも生きてい

写真1　記事の編集を行う小松さん
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るのだと私は思います．分野は違っても，研究者
が日々の研究活動の中で味わう喜びや苦労は研究
成果の背後に確かに存在しています．研究の現場
を実際に経験したからこそ，多様な分野の内容を
わかりやすく伝えるだけでなく，単なる解説にと
どまらない奥行きや厚みを記事に与えることがで
きるのではないでしょうか．博士課程で磨いてき
た科学的視点に基づく文章によって，科学を本質
を損なうことなく，読者に明快に届けられる――
その「伝え方」に，これまでの研究経験が生きて
いると私は感じています．

科学が社会的な役割を果たすために
「科学は役に立つ」と聞くと，生活の利便性や
技術的な発展を思い浮かべる人が多いかもしれま
せん．しかし小松さんは，それだけではないと語
ります．「宇宙の壮大さに心を動かされるように，
科学には人を救う力があると思います．」科学を
知ることで世界を新しい視点から見られるように
なり，それが心の支えになる――そうした側面
も，科学の大切な価値だといいます．
私はこれまで，特に天文学は日常生活との結び
つきが見えにくく，「天文学が社会とどう関わっ
ているのか」を説明するのは難しいと感じていま
した．しかし小松さんの話を聞いて，必ずしもそ
のように難しく考える必要はないのだと気づきま
した．宇宙の不思議や壮大さに触れ，多くの人が
ワクワクしたり心を動かされたりすること自体
が，社会にとって重要な価値なのではないでしょ
うか．
また，近年は，科学への信頼が揺らいでいると
小松さんは感じています．原子力発電やワクチン
などをめぐる情報には，誤解や不安も少なくあり
ません．だからこそ「科学リテラシーを高めるた
めには，まず“科学って面白い！”と思ってもら
うことが大事」と小松さんは強調します．多くの
人が科学に親しみ，正しく理解することが，ゆく
ゆくは社会全体の科学への信頼回復につながると

考えています．
さらに小松さんは，「好奇心を持つことこそが，
科学発展の原動力になる」と語ります．次世代に
向けて科学を伝えることで，研究者を志す人材が
生まれ，その人々がまたさまざまな形で科学を発
信していく．こうした循環の中で，科学は世代を
超えて受け継がれていきます．博士号を持つ人材
は，この循環をより強固で持続的なものにする存
在なのだと感じました．
このような循環の出発点にあるのは，難解な理
論や専門的な議論ではなく，誰もが一度は経験す
るような「不思議だ」「面白い」と感じた学問に
対する素朴な驚きなのではないでしょうか．そう
した体験が学びへの動機となり，研究や発信を通
じて他者へと伝わることで，次の世代の好奇心へ
と受け継がれていく―― 私はこのような積み重
ねこそが，科学を社会に根づかせてきたのだと考
えます．

編集者になって，みえるもの
科学雑誌の編集者の仕事は，記事のテーマを考
えるところから，取材，原稿の執筆，編集，そし
て最終的な記事の出版に至るまで，多くの工程に
関わります．では，そうした仕事を通じて見えて
くる，編集者ならではの景色とはどのようなもの
なのでしょうか．「編集者という仕事でしか味わ
えないことは何ですか？」――そう尋ねると，小
松さんは「多彩な分野の第一人者に直接取材し，
その内容を記事として世に届けられることです
ね」と答えてくださいました．『Newton』の編集
部では，取材対象は生物学・医学・宇宙科学など
多岐にわたり，小松さん自身も専門である磁気圏
に関する特集を企画・担当した経験があるそうで
す．自分の専門分野を誌面として世に出せたこと
は，大きな喜びだったといいます．こうした幅広
い分野の研究者と直接対話し，最前線の知を吸収
できること――それこそが科学雑誌の編集者なら
ではの魅力だと，小松さんは語ります．
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そして，その魅力は単なる知的好奇心にとどま
りません．研究という狭い世界の営みをより多く
の人に知ってほしいという思いが，編集の仕事を
通して科学を社会へ届ける原動力になっているの
です．
印象的だったのは，博士号を取得した後に「科
学を伝える仕事」に進む人は意外にも少なく，あ
る意味“レアキャラ”だという話でした．科学広
報やアウトリーチの現場では，専門知識を備えた
博士課程修了者の力が大いに活かされるにもかか
わらず，その道を選ぶ人は多くありません．
一方，ニュートンプレス社の編集部には，修士
号や博士号を持つスタッフが多数在籍していま
す．出版業界では珍しく，理系出身者が中心を占
める構成です．科学をメインテーマに据える
『Newton』だからこそ成立している特色であり，
専門性を活かしながら科学の魅力を広く伝える場
が整っているのだと感じました．

わかりやすく伝える極意
今回のインタビューでは，小松さんからキャリ
アに関することだけでなく，わかりやすく伝える
コツについても伺っていました．最後にこちらを
皆さんに紹介したいと思います．
「研究をわかりやすく伝えるためには．」
皆さんも一度はこの悩みに直面したことがある
のではないでしょうか．むしろ，研究を行うすべ
ての人に共通する課題だと思います．私も，「ど
う伝えるか」というテーマに日々悩む学生の一人
です．特に，自身の専門分野の面白さを分野外の
人に伝えることの難しさを実感しています．
「文章力を高めるコツは何でしょうか？」とい
う質問に対し，小松さんからコメントをいただき
ました．「まず結論から書くこと．そして“なぜ
そうなのか”を理由として述べること．読者が全
く知らない人であるという前提で書くのが大切で
す」．また，ほかの人に読んでもらってコメント
をもらう「素読み」も重要だといいます．書き手

はつい書きすぎてしまいがちで，それは読み手を
置き去りにしている状態．常に“読み手の目線”
を意識する必要があると語ります．「最初は上司
から真っ赤な添削を受けていました」と小松さ
ん．トライアンドエラーを繰り返しながら，編集
者としての現在の表現力を培ってきたそうです．
さらに『Newton』といえば，つい手に取りた
くなる美しい表紙を思い浮かべる方も多いでしょ
う．誌面にも印象的なイラストや写真が数多く掲
載されています（図1）．その秘密を尋ねると，
「社内には専属のイラストレーターがいて，記事
の世界観を一緒に作り上げています」と教えてく
ださいました．「読者が手元に置いておきたくな
るような美しいビジュアル，ひと目でわかりやす
いと思えるようなビジュアルを作ることが大切で
す」と話す小松さん．多くの人に科学に親しみ，
楽しんでもらうためには，まず内容を身近に感じ
てもらうことが欠かせません．現代の科学は，さ
まざまな分野で高度に専門化が進んでおり，前提
知識がなければ十分に理解することが難しい場合
も少なくありません．こうした前提知識の多さや
深さが，科学の敷居を高く感じさせる一因になっ
ていると考えられます．だからこそ，『Newton』
では，ビジュアル表現を工夫することでそのハー
ドルを下げ，読者が最新の科学に納得感をもって
触れられるようにしています．そして，“わかっ

図1　ニュートンプレス社で刊行している雑誌
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た”という体験をきっかけに，科学に興味を持つ
人が一人でも増えてほしい――そこには，小松さ
んをはじめとする『Newton』編集部の思いが込
められています．小松さんの言葉の奥からは，科
学を伝えることへの確かな情熱と，この仕事なら
ではの楽しさが伝わってきました．
さらに今，ニュートンプレスでは新しいウェブ
メディアの立ち上げを進めているといいます．小
松さんは，そのプロジェクトマネージャーとし
て，さらに多くの人たちに科学の面白さを伝える
基盤づくりに挑戦しています．

お わ り に

天文学という分野は「就職にはあまり役に立た
ない」と言われることもあります．しかし，私た
ち大学院生は日々，専門性を磨きながら，自分の
研究内容を日本語・英語でわかりやすく伝える訓
練を積んでいます．進捗報告やセミナー，国内外
での研究会発表，観測・実験のためのプロポーザ
ル（提案書），研究継続のための申請書，そして
最も重要な論文執筆――こうした経験の積み重ね
を通して，私たちは自然と「伝える力」を養って
いるのではないでしょうか．この総合的な力は，
研究に没頭してきた博士号取得者にしかない強み
だと感じます．
このように考えると，大学院生や研究者は，

“ライター”であり“リポーター”でもあると言

えるでしょう．天文学が直接的には社会に役立ち
にくく，就職面で不安を抱く方もいるかもしれま
せん．しかし，小松さんが語ってくださったよう
に，「社会には，研究者のように物事を正確に，
わかりやすく伝えられる人が求められている」と
いう言葉の通り，博士号を取得する過程で身につ
けた力そのものが，大きな武器になるはずです．
もちろん，自分の将来を見据えてアカデミア以
外の可能性に視野を広げることは大切です．しか
し，勉学や研究に情熱を注ぎ“一人の研究者”と
して没頭する時間の中にも，日々鍛えられている
力があります．小松さんが「伝える力」を武器に
編集者として活躍されているように，研究の中で
自ら鍛えてきた力を活かすことで，新たな可能性
が拓かれるのかもしれません．
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